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北アイルランド、クイーンズ大学

訪 門 記

細 見 ＊多 文

ロンドンのヒースロー空港（こ着いたとたん、私は税関で失敗をやらかしてしまった。私は入

国カードに職業をスタッフと書き、行き先をクイーンズ大学とし、入国目的を観光と書いた。こ

れはだれが見ても奇妙だと思うに違いないのに、軽い気持でそう書いてしまったっこれが入国管

理官（こ疑われた。まず、お金をいくら持っているかと聞かれた。 2000ドルだとすなお（こ答え

た。お金を出してみろと言われた。ところが、私はお金を腹巻きの中にしまいこんでいた。腹巻

という英語を私は知らなかった。人の多い場所で腹巻に手を入れることもできなかった。だまっ

ていると、若い1系官は特別室で取調べるから来いという。荷物を持って特別室まで連れて行かれ

た。腹巻の中の2000ドルもそこで見せることになった。荷物は完全に詞べ上げられた。しか

し荷物の内容は、私の友人へのプレゼントの日本製の計算器だのカメラだのフィルムなどかなり

高価なものがつまっていたので、係官は安心したようだった，，これほどしつこく調べる理由は、

アジア人の入国が失業率の高い英国で、大きな国内問題になっているからであった e私は、クイ

ーンズ大学の友人から来た手紙を係官に見せた。それで事は全て解決した。係官は、アイム・ソ

ーリーと言ってくれた。やっと無罪放免されたが•イギリスの税関がこんなにきびしいとは思い

もしなかったっ

空港からロンドンまではバスを利用することにした。パスの隣の席にすわった初老の婦人が

親切（こ案内をしてくれたっこのバスはピクトリアまてしか行かないから、その先はどう地下鉄fこ

乗りつげばいい、といったことを教えてくれた。この帰人はポーランド人で、夫は鳥類学をやっ

ているが、ポーランド人故に高等学校にしか勤められず、大学で講義がてきないのだと言ってい

た。車掌が来てバス代を払うことになったが、イギリスのお金は全く持ち合わせていなかった。

車掌はウインクして、君はただでいいよと言ってくれた。イギリスの人はおおらかなものだと感

心した。

ホテルはケンシントン公園のすぐ北側にあるアトランティック・ホテルという安宿にした。
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これは丸善9こ並んでいた「1日5ドルのイギリス」という本を見ておいて安宿をさがしておき、

あらかじめ手紙を出しでおいたのである。安宿だから部屋はあまりよくなかった。ホテルを出て

ゲンシントン公園を散歩した。ランカスクーゲイトという門をくぐって公圏（こ人ると、まずその

広さ（こ驚かされるととも（こ、 300年は経ただろうと思われる大木のたたずまいに眼をみはった。

公園内の小径をゆっくり歩いた。公園の広さは神戸市の一つの区ぐらい12あろうと思われた。そ

こここ（こリスがいた n 人がパンクズを投げるとスズメが寄ってきて安心して餌をつついていた。

人を恐れるというような様子がまったくないのに驚いた。森の中のベンチに老人が一人すわって

いるような風景もよかった。この公園を見て、ロンドンはなんとゆとりを持った所だろうと思っ

た。公園を横切るのに 1時間もかかってしまった。公園の管理9いゆきとどき、自転車やラジオを

持ち込むと 10 0ポンドの罰金が課せられること（こなっていた。

ホテルにもどって喫茶室にいると、横（こいた男がどこから来たのかと話しかけてきた。日本

からだと言うと、それは遠い所から来た、自分はアイルランドの大工だと言っていた。私はこの

アイルランドの大工と親しくなり、二人で街をぶらついた。緑の多いロンドンの街が、私（こはどこ

もかしこも高級住宅街のよう（こみえた。アイルランド人は、どこかいいバーはないかといってさ

がしていた。どこのホテルでもパーIiあるのだが、彼はパンドつきのバーがどこかにないかと人

に聞いていた。さがしあてたパーは客が 30人位入っており、ステージがあって 3人のバンドマ

ンがいて司会をかね、客が一人づつステージ（こ上って歌うような所だった。皆が歌っている歌は

聞きなれない歌ばかりでさっばりわからなかったから、私はもっばら飲むこと（こした。ここで,:

ジョニーウォーカーもオールドパーも普通の酒である。特に高いわけてはない。私は少しこって

グレンヒデッチのオンザロックを注文した。例のアイルランド人がステージに上って歌った c 歌

が終ると私ムの手を強くひいてステージにまで連れでいった。私に歌えという。困ってしまった。

一呼吸おき、マイクに向かってこう言った。皆さん、私は今日、日本からロンドンに着いたばか．

りです。日本のフォークソングを歌います。そして播知山音頭を歌った。バンドマンは聞いたこ

ともない曲に困ってしまって演奏できなかったが、私が歌い終ると客から大きな拍手がおこった。

店を出る段になってアイルランド人は、何を思ったのかヘイグの大ビンを一本買って私にくれた。

ロンドンには二日間いただけである。私はペルフアストのクイーンズ大学にシード博士を訪

ねることにしていたので、飛行機でペルフアストに向った。ベルフアストに着くと、空港の荷物

検査にきわめてきびしく、武器を持っていないかどうかトランクの中のすみからすみまで調べ上

げられた。理由は、ペルフアストが北アイルランド共和国軍とイギリスの間で内戟状想になって

いるためであった。空港の周りは銃弾を防ぐため厚い鉄板のかこいがとりまいていた。
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空港から大学に電話をかけた。イギリスの公衆電話Iiすご．．、く不便で、距離が近ければ硬貨1

ってつながるが、少し距雖が遠くなると不通の信号があって硬貨がもどってきてしまう。硬貨を

3つ入れてやっと電話がつながった。大学側の電話（こは警備員が出て、シード博士は大学（こいな

いという e ．大学からオムを迎え！こきてくれないかと厚かましく聞いたら、それはできないと言う C<

タクシーもない田舎空港て困っでしまった。ともかく大学まて・行くと告げておいて自動車をさが

した。運よく、白タクがあった。祖乗りだったががまんした。相乗りの相手iよ40オ位の渇人だ

ったが、なんにもしゃべらなかった。タクシーの走っている間、何台もの装甲車に出合った。装

甲車は兵士を満載していた。不気味な風景だった＂ ・タクシーは低い丘をいくつも登り下りしなが

らペルフアストに向っていた。丘の上から見渡せるのは、全てヒッジの牧場てあった。

クイーンズ大学は古色倉然たるレンガ作りの建物て、歴史を感じさせた。警備員にシード博

士をたずねて日本から来たことを告げると、それは遠い所からよくきたということで、控室に連

れて行ってくれた。数人の警備員が集まり、皆で飲迎のコーヒーを沸かしてくれた。私は、アイ

ルランド人からもらって荷物になって困っていたヘイグを、皆で飲んてくれと言って渡すと、大

変喜んでくれた。シード博士に連絡をとってくれとたのむと方々に電話をかけてくれたが、とも

かく家（こはいないと言う。そのうちシード博士の友人のパンホード博士が車で迎えに来てくれた。

パンホード博士の家はシード氏の家のつい近くだから、私を一時あずかるという意味だった。

私は、バンホード氏の好意て氏の宅に世話9こなること（こした。彼の家（こiが高校生になる長男をは

じめとして、男の子ばかり 3人の子供さんがいた。子供さん達に私は日本製のラジオをプレゼン

トした。しかし、ちっともうれしそうな顔をしてくれなかった。イギリスの子供はこんなもの1こ

はあきているのかなと思った。奥さんが、有難うと言いなさいとたしなめると、やっとサンキュ

ーと言ってくれた。バンホード氏の奥さんは医者で、しかも学位も持っている人だった。夕食は

奥さんが手作りて私（こごちそうしてくれた。私は少しいぶかって、 「あなたは医者の上に医学博

士である。だのに、毎日の食事はあなたが作るのですか」と聞いてみた。答は、 「もち論ですよ。

主人も子供も食事のことはなにも手伝わないですよ．jだったので、我家と同じだなと思いながら

も、小生の女房が医者て博士だったら、全てを女中さん（こさせなければならないだろうと思った

次第て•あった。＜こんなこと書いたら、恐い会員から怒られるよ。ぼくは知らない。 一会長＞

奥さんは、 「私違も日本人と同じようにお米を食ぺることがあるのですよ」と言って、家（ことっ

てある米をとり出してきて見せてくれた。それは砂糖ピンの底（こ約1センチばかり入っているお

米であった。米を食ぺると言ってもこれでは話にならない。英国人はスーブなどの中に米をスプ

ーン一ばいほど入れて、野菜の一種として使うのだと言うことを、奥さんの話から知った。食事

の後、奥さんが、 「あなたのおさら、かたずけてもいいですか」と聞くものだから、小生は「オ
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ーケー・サンキュウ」と言ったところ、 「オーケーはアメリカ人の使う悪い言葉てすよ」とたし

なめられてしまった。

ベルフアストの夏の日は長い。まだ太陽がカンカンと照りつけている午後9時ごろに、奥さ

んは子供達を寝かしつけていた。不思議なところだと思った c私 i2パンホード氏のさそうまま（こ

散歩に出た。すぐ近くが北アイルランドの国会議事堂てあった。一平方キロほどの小高い丘の上

（こ、その逹物はあった。違物は、議会が閉会中なのてしまっていたが、その周りを自勧小銃を持

った数人の誓官が誓傭していた。遠くから鉱山のダイナマイトが爆発するような音が二発、三発

と続(1て闇こえた。パンホード氏はアイルランド共和国軍の仕かげたi暴弾がどこかで爆発したの

だと言っていた，それにしてもぶっそうな所だと思った。しかし、小さなイギリスの国内て独立

載争をやるとは不思議な気がした。パンホード氏に聞くと、スコットランドでもウエールズでも

独立連動があるのだそうてある。この国はグレート・プリテンなどと称していばっているが、ど

うも内部はたががゆるみ始めている。

夜の 11時になっても太陽が耀いていた。シード氏宅に電話をすると家て待っているという

返事があったので、私はバンホード氏（こ送りとどげてもらった。シード氏（こ始めて会ってびっく

りした。あまりにも若いのである。私が想像していたのは 6・oオ位になる老人であった。しかし

彼はまだ3oオを出たばかりであった。でも彼1よムラサキイガイに関する重要な綸文をいくつも
発表しでいたから、私が老人だと思いこんでいたのも無理（よなかった。私は内心、この男は切れ

者だなと思った。シード氏も奥さんも私をてい重に迎えてくれた。彼の家は広く、 20畳位の応

接間、 10 畳の寝室が二つ、 8 畳ほどのパスルームに 4畳 I~ どのトイレ、それ（こ 8 畳ばかりの食

堂が付いていた。私が広くて立派な家だと感心すると、彼は英国の中流家庭の標準的な家だと言

っていた。私は正直（こ、私の家は君の家の 3分の 1のスペースだと言ったら、彼は日本は人口密

度が高いからだろうと言っていた。手ムは否定し、日本の人民はまだ貧乏なのだ、人民の富の蓄積

は10 0年英国におくれているのだと答えておいTこ。

私はシード氏のお宅に数日間ぉ世話になることになった。シード氏の奥さんは小学校の先生

をしていた。私の家内も小学校（こ勤めていると言うと大変近親感を示してくれた。食事から洗た

くまで奥さんのお世：話になってしまった。シード氏宅の食事は質素で、朝はバン（こコーヒー（こ卵

焼だけだった。昼間はシード氏と二人で外に出ていることが多かった、のて適当なレストランで簡

単な食事をした。夕食は羊の焼肉（こ焼きトマ h、パン、コーヒー、ミルク位て毎日変化のない食

事をした。イギリス人ilなんとつつしみ深い食事をしているのかと驚かされた。

シード氏iが私を 1可変か大学の自分の研究室（こ連れて行ってくれた。彼i2これまて（こムラサキ

イガイの産卵期を推定する論文を出していた。それて彼はこのことに典味を持っており、日本の
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ムラサキイガイの産卵期はいつごろかと聞いてきた。私はムラサキイガイの定着期から推定する

と3月から 4月ごろだろうと答えた←。ところが彼は、その推定はよくないと言い、卵巣の季節変，．

化を追ったのかと閏くので、否と言うと、彼は箱（こしまった何百枚ものプレパラートをとり出し、

これは自分の作ったものだが、卵臭の変化を顕微鏡下で2週間：：：：とに追っていくと主確な排卵時

期とその率がわかると言いながら排卵前後のプレパラートを顕微鏡にかけて見せてくれた。私il

日本でもこうした仕事が必要だと思ったと同時（こ、小生の痛いところをつかれたと思った ．）

彼iがムを連れてベルフアストの街のあちこちを案内してくれた。そして私に決して自分ーヽ・人

て`街を歩かないでくれとも注意した。街（こはアイルランド共和国軍のゲリラがたくさんおり、金

品を没収されるからだと言っていrこ。数ヶ月前にや1より彼を訪ねてきたスエーデン人の学者がペ

ルフアストの中心街でカメラを没収されたのだと言っていた。彼が案内してくれる博物館でも埴

物園でもまた百貨店でも、入0では二人ともデテクターで体中をなせまわされ、手留弾や小型爆

弾を持っていないか調ぺられた。テロ活動はそれほどきびしく取締られていた。郵便ポスト（こは

爆弾が投げこまれないよう（こ、手紙ー通がやっと通る位のスリットのある厚い鉄板が投入O t•こよ

う接されている程だっrこ1)それほど取締りがきびしいにもかかわらず、日（こ二三度l;t:．どこかで爆

弾のさく裂する音が響いていた。

シード氏は IB P't°も重要な役割を負わされていた。 I B Pというのは国際生物学計画と

いって、世界の生物生産を測定し、それに付随する研究方法を検討することを主な仕事として、

1 9 7 0年代前半にゃられた大がかりな生態学的研究である。これには世界の大部分の生態学者

が参加し動員された＜ ＂参加’'と＂動員’'は相当違うで一ー会長＞。もち論、世の中には一理

屈も二理屈もこねる生態学者がいて、能力はありながらも全く協力しなかった人連がいるにはい

た。その理由は次のようなことからてあった，， I8 Pは世界の食糧生産の可能性を推定すること

を大きな目的としていた。しかし、計測されるのはクイの森林やマレーシアの湖沼といった場所

て、農地の生産力ではなかった。食糧生産は晨業生産（こよって決まるのだから森林の生産力を計

っても意味はない。もし東南アジアの森林の生産を測定すれば、日本の東南アジアの森林伐採と

収奪（こ手を貸すだけだというのが例えば一つの理由だった。しかし、私のように大学に動めてい

ない者はそんなやりとりを聞きながらも、 IBP（こ協力したいと思ったところて、始めからお呼

びでなかった。小生は腹立ちまぎれに、理屈をこねる方に賛成していた。＜逆っていたのl;t“お

呼びでなかったから’'だけかいな一ーニ理屈こね生態学者＞ I B P（こは特別に生産力の高い生

物であるムラサキイガイについて特別の研究セクションが作られていて、その生物だけの生態や

生薩力を計ることになっていた。その部門計画の責任者はプリモウス臨海実験所のペイン博士て

あった。シード氏は名誉9こもその部門の中軸たる生態学部門を総括する責任を引き受けていた。

彼は私の滞在中もクイプで原稿書きをしており、私を横Iこ座らせておいて、自分の書いた原稿を
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ゆっくりと時間をかげて読んで、ムラサキイガイの生態学の水準がどこまて達しているかを私に

闇かせてくれた。なかなか親切な人であった。その中で引用文献も示してくれたが、小生の騎文

を二環引用してくれていたのて、私も少しうれしくなった。日本の連中は、小生の騎文などだれ

も気（ことめてくれないの（こ、英国の学者はちゃんと小生の騎文を読んでくれている・てはないかと

思ったものである◇シード氏達が書き、ペイン博士が縄集した、イガイ委員の生物学の本はその後

大冊となって出版された。

しかしシード氏の奥味は生態学から系統学の方に向っでいた。彼はイギリスから北海、バル

ト海方面（こいるムラサキイガイと、地中海（こいるムラサキイガイとの違いについて研究を始めて

いた。そしてイギリス方面1こいるも，，， 1：：、マイタレス・エドュリスとし、地中海方面（こいるもの

はマイタリス・ガロプロビンシアリスであると明確に区別していた。そして彼が言うにi1イギリ

ス南部から入ベイン北部、ポルトガル海岸にかけては、それらの中闇的な雑種がいると言うので

ある n エドュリスとガ0プロピンシアリスは一見して貝殻の厚みも色も違う。エドュリスは穀が

厚く、まっ黒い色をしているが、ガロブロビンシアリスは殻が薄く茶色っ！まい色をしているもの

が多い。その上、彼が言う｛こは歯の数が違うと言う。エドュリス1む歯の数が4本のものが多いが

ガロプロピンシアリスは 2本から 3本のものが多いと言うのである。しかしこの2種は素人には

見分iがこくい。けれども彼ははっきり別種として区別していた。そして彼の考え方では、これら

2種iよ昔同一種であった。しかしそれらが地理的隔離によってだんだんと 2種に分れたが、また

それらが出合う桟会を得て中間種ができつつあるのだというように考えていた。2種に分れた時代

やいきさつを化石から推定してゆきたいと言っていた。

神戸で採集したムラサキイガイを彼に見せると言下にマイタリス・ガロブロピンシアリスだ

と断言してくれた。すなわち地中海型の種である。ところが私はそれまでの自分の論文9こマイク

レス・エド畢リスの名を使っていた。これは誤りてある。しかしこれは私の責任ではない。日本

の全ての貝の図鑑（こはエドュリスと記載しである。日本のほとんどの分類学者はエドュリスだと

言っている。日本のものはガロプロピンシアリスだと言っていたのは貝の分類学のせき学、黒田

徳米t専士ただ一人て•あった。やはり黒田先生 I! 偉いものだと感心させられた。常識的に考えても

日本のものはガロプロビンシアリスてなければならない。例えば、瀬戸内海の水温は最低で10 

度位（こしかならない。ところがイギリス沿岸は5度以下に下る。イギリスの海よりも地中海の方

が環境ははるかに瀬戸内海に似ている。それに日本のムラサキイガイは昔から日本に住んでいた

ものではない。 19 3 4年（昭和9年）神戸港で金丸担馬氏がはじめて見つけられたものて、そ

の後、神戸港から北海道を除く日本全体に拡ったものである。これがどこから来たのか疑問であ

ったが、シード氏や黒田先生の言われるごとく、ガロプロビンシアリスだとなれば地中海から船

底に付着して運ばれたものだと言わねばならない。 19 3 4年以前には断じて8本にこの貝Iがい
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なかったのである。それは 19 3 2年に出版された矢倉和三郎氏の兵庫県貝類目録には記載され

ていない。ムラサキイガイほどの普通種て、いまでは貝の中でこれほどポピュラーな種9よいない

ほとのものが、目録に記録がないというのは、それ以前にはいなかったと考えざるを得ない。シ

ード氏の所までやってきて、瀬戸内海のムラサキイガイが地中海起源だということがほっきりし

rこだi•tでも大きな収獲てあった。

ベルフアストの東方にストラングホード・ロッホと呼ぶ海につながった湖がある。この胡を

とりまくように一つの半島が北から南に 40キロメートルにわたって墳たわっている。半島の東

はアイリッシュ海である。この半島の直戸の先端に小さな町がある。そこにクイーンズ大学の臨海

実験所がある。シード氏は私を車に乗せてそこま、で連れて行ってくれた。車は半島の東海岸を走

ったのて、左は海、右手は低い丘のつらなる風景がっづいた。この丘の中腹には約1キロメート

ルごとに小さな城やとりでが姿を見せた。この国は本当（こ古いものがよく残っている。臨海実験

所は小さな建物で、全体で5邪屋ほどしかなく、宿泊施設もなかった。ここには二人の大学院生

がいた。一人はジェンキンソンといいもう一人はユーストンとよぶ男であった。ジエンキンソン

頃ム達（こコーヒーを作って叡迎してくれた。ユーストン君l;t片方の足全体を石こう固定し、包帯

を巻き松葉づえで歩いていた。どうしたんだと閏くそ、彼の住んでいる下宿の隣のパプがアイル

ランド共和国軍の爆弾てば、っとばされた時、下宿にも爆破が及び、寝ていた彼は足を骨折すると

ともに大けがをしたとのことであった。アイルランド共和国軍はこんな田舎町て•もテロ活動をや

っていた。だから田舎町でも警察の派出所1む窓は全て太い丈夫な金網てものものしくおおい、囲

りは土のうが高く積み上げられて、いつでも銃撃戟がてきるようにそなえられていた。シード氏

（こ、こんな物騒な所（こいて乎気なのかと聞いたところ、北アイルランドが、アイルランドに併合

されるようなこと（こなれば、ィングランドかウエールズ（こ行こうと思うが、さしせまった危険は

ないので、クイーンズ大学にいても大丈夫だと言っていた＾

しかし、こんな戟争的な状況にあってもイギリスという国1よいい国tこと思った。どこへ行っ

ても芙しい c どこにいても手入れのよく• 行色とどいた公園の中（こいるようだった。街 9こいれば街

がすばらしかった。茶色系統9こととのえられたレンガ作りの家々は並木の緑とよく調和していた。

電柱が一本もないので街は一層美しかった。日本の街の美観を乱している一つは電柱があること

であるっ日本でも電柱をとりのぞいてしまったら街の美観はかなりよくなる。日本の街々がイギ

リス並みに美しくなるには確実に 10 0年は必要であろうと思われる。だから日本は 10 0年ぉ

くれていると直観的に思うのである。 <10 0年たったら日本ても、 ＂北海道共和国軍のテロ爆

弾がハレッしているかもしれないねーー会長＞ この直感はそれほどあてずがまうのものでは

ないと思わシード氏の奥さんが街を案内しながら、この一角は貧困家庭のために政府が安く貸

している家々ですと説明してくれたところも、私からみればずい分せいたくな家で、私の家より
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もはるかによかった。少なくとも 5DKはある気のきいた建物だった。これならイギリスの貧困

階級になった方が今の自分より良かろうと思った。＜人は家のみ（こて生くるにあらずーー会長

＞ イギリ入は経済的にはイギリス病にかかり、低成長とインフレ、失業問題が深刻だと日本て

は報じられているが、イギリスに来てみるとイギリス人は皆優雅で堂々としている。イギリス病

といったものiよどこ（こも見当らない。シード氏にこのことをたずねてみると、貧困家庭9が政府が

生活補・｛賞をやっているのて問題はないと言っていた。郊外に出てもイギリスはまた美しかった()

少し起伏のある広々とした牧草地帯がつづいていてとでも美しい。こんな地形ならどこでもゴル

フ場になる。イギリスといゥ国1よゴルフにiょちょうど都合がよい地形になっていて、どこでもゴ

ルフ場の作れる適地である。ゴルフがイギリスから起きたのは当然のような気がする。．日本のよ

うに無理（こ山をけずり谷を埋めてゴルフ場を造成することはない。そもそも日本でゴルフをやる

のは地形からして無理なのである。

シード氏とは色んな話をした。彼は日本に関することを色々たずね、授会があれば日本に行

ってみたいものだと言っていた。彼i:私（こ妙なことをたずねた。ここ北アイルランド（こも日本の

企業が進出して工場経営をしているが、どの企莱ても朝の会合で社歌を強制的に歌わせる。なぜ

労働者（こ歌を歌わせるのかと闇かれた。私もこの質問に l;t困った()私は労働者が会社を愛するょ

う（こするためだと答えたが、彼lむ労働者は自分のために1動くのてあって会社を愛する必要はない

ではないかと言う。私iよ答えることができなかった。またこんなことも聞いていた。日本には字

が何種類めるのかと言うから、私は中国から来た漢字というのは、ほぼ5万1千字ある、そして

アルファベットに相当する表音文字が 2種類あって、それらが50個づつ存在する、だから私は

今もって読めない漢字が無数に存在するのだと言ったら、ムラサキイガイの研究ばかりしていて、

基礎的な勉強をしていないのでないかと言う。私はあきれて、 5万種という字の多さがどんな（こ

すごいことなのか、英国人(.::.1よわからないだろうと言っておいた。するとこんどはシードという

名を漢字で書（ナというのて、種子と書いたところ喜んでいた。

ところで二人の話は英語に関することに及んだ。私は英語で諭文を書くのにどれほど苦労し

ているかを説明したI)私はイギリス人やアメリカ人の書いた輪文から、色んな言いまわしを二千

枚以上のカードに集めている。たとえば、サイズ分布に関することなら、サイズ分布上の二つの

山が合体するとか、補充1こよってサイズ分布 Ii3山型（こなるとかを英語ではどう表現するかとい

う言いまわしを集めて分類し、輪文を書くときは、それを参考（こしている。そんなことを説明し

たところ彼は驚いていた。そして英語は全部私が修正してあげるから送ってよこせと言ってくれ

た。私は書き上げたばかりの論文原稿を都合よく持っていたのて、これを修正してくれと言うと、

theを a（こしたり、無冠詞のところ（こtheを入れたりしながら一時間位で仕上げてくれた。こ

れlれ更利なものだと思った。しかし私が、どうしてここに Iitheが必要なのだとたずねても、そ
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の方が読み易いからだと言うだげて、文法的な理由づけは何もしてくれなかった。しかし彼も外

国語でサンマリーを書くのが大変だと言っていた。彼は自分の騎文（こフランス語のサンマリーを

付ける 3 彼の奥さんがフランス語が得意なものだから、彼は奥さん（こ詮文を見せて修正させる。

それでもフランス．人の学者！こそれを 見仕るとまっ赤（こ屯苓正しなおされたと言っていた。イギリス

人がフランス語（こついてこの通りだめなのだから、我々 8本人が英語をまともに書けなくともあ

たり前のことなのて贔ある。生物学の研究ii生物学者ならだれにとっても世界のすみずみまで眼を

光らせて鶉．文を集め、それを読んで参考（こしなければならないことになっている s？皮もできる限

りの騎文は集めている。それがロシア語て書かれでいようと、ヘプライ語で書かれていようと集

めるのである。イギリスでは翻訳制度が発達していて1可語て書かれていても金さえ出せば英語iこ

なるという便利なシステムがある。彼は先だってトルコ語て書かれた輸文を翻訳し ・てもらったと

ころ、代金が高くついたとなげいていた。小生は、一人でも多くの人が自分の論文を読んてくれ

るようにと原頁って論文は必ず英語で書いているのだが、イギリスの学者もまた語学て苦労してい

るのである。英語で論文を書く上で、最もむずかしいのは遺切な単語を選ぶことだと私が言うと、

それは英語国民の我々としても同じことてあると言っていた。しかし、シード氏の饒文の英語は

むずかしい。それて小生iょ、あなたの英語Iり難しくて困ると苦言を呈しておいた。

私はこんな調子でシード氏と一週間をすごし、再びペルフアスト空港へ向-:;,た。シード氏が

車で送ってくれた。道ばた（こ農民がイチゴを売っているのによく出合った。空港でシード氏と別

れた私は、マンチェスクー行きの飛行機（こ乗った。
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魚 陸に 上る{1 1) 

一魚から人間までの歴史ー一

奥野良之助

第 2 章 あらかじめ心得おくべき若干の知識 （続）

7 せきつい動物とは何か

「せきつい動物とは何か」というのは、実は私が大志をいだいていつ果てるとも知れぬこの

連載をはじめた目的そのものである。したがって、この問題9よ、この連載を書き終えるまで私に

もわからぬことであり、読まれる方もまたそれまではわからぬ仕掛けとなっている。それを、「あ

らかじめ心得おくべき知識」の中に書いてしまったのでは、そのあと書くことがなくなってしま

うではないか。

などと、あらかじめ考えて心配する人がいるかも知れない。そこて、まず、知識とか理解と

かいうことについて、知識を与え、理解を求めることにしたいと思う。

「せきつい動物とはせき索動物のなかで、頭をもち体の中軸にせき柱（せきついからなる）

の発達した一群をいう。体の背側には中枢神経が走り、腹側には内臓器官を入れる広い用苫（体

用）がある。そのほかごく下等なもののほかは、運動器官として 2対のひれか序Uがあり、血液

は赤く、循環系に心臓が発達する。」

これは、かつての京都大学の発生学の教授であり、ドイツ留学中にしょう婦にドイツ語を習

ってえらくなったといううわさのある、岡田要先生が、平凡社「世界大百科事典」に書かれた

“せきついどうぶつ’'の項の初めの部分である。

さて、ほとんど予備知識のない人が、というのは、世の中の人の大半は動物学の知識など持

っていないし、持っていなくても日常何のさしつかえもないし、だがらそれてよいのだけれど、

ところがそういう人も、家には大てい百科事典を持っていて、万一必要になったときにはそれを

ひくことになっていて、だからこんな想定が成立することになるのだが、とりあえず予備知識の

ない人がこれを読んだことにしよう。

「せきつい動物とはせき索動物のなかて」ときただけて、まず「せき索動物」にひっかかる
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ことになる。せきつい動物すら知らないのに、より専門的なせき索翻物がわかるはずがない。も

っとも、百科事典とはその点便利（こできていて、 「せきさくどう ぶつ」という項もちゃんとある。

そこてそれをひいてみると、やはり岡田先生の筆て’こう書いてある e 「ホヤやサルバの類を含む

尾索類、ナメクジウォて代表される頑索窪，およびせきつい菫？物の3群をひっくるめてせき索動

物門とする。それはこれらの動物では体制がどんなにちがっていても、幼王期には必ず、ときに

は一生湮、＜せき索＞と称する独得の澤造をもっているからである。」妙なことを思い立ったおか

げて＇、またもやホヤ、サルパ、ナメクジウオをひかなくてはならなくなった c すぺてのものごと

は、すべてお互いに関連しあっていると言われているから、この調子でいくと、百科事典全30 

巻のすべてをひかなければ、 「せきつい動物」についてのこの短い文章ひとつ、理解できないこ

とになりそうである。

それはともかく、もとへもどって、 「体の背側には中枢神経が走り、腹側には内臓器官を入

れる広い序gがある」という記載が何を意味しているか、この連載を忠実に読み、そして、再放

送のテレピ映画の最後のシーンて「あっ、これは前に見たことあるで」と同時に叫んで顔を見合

わすことの多くなった私たち夫婦とちがって、一度読めば絶対に忘れない読者の方なら、 「ああ、

あれか」と、すぐ思い出していただけるだろう。かの高名なるキュウ’'ィエ先生の4大部門のうち

の、せきつい動物の基本的体制であった。

かくのごとく、ものごとを知ろうと思えば、予備知識なるものがどうしても必要なのである。

本を読んでわからないのは、そこに書いてあることを知らないからである。本を読んでわかるの

ij:、そこ（こ書いてあることを知っているからである。知ってることを書いである本など読んでも

つまらない。といって、わからないことを書いてある本を読んでも何にもならぬ。要するに、読

んで何かが得られる本など、この世には存在しないのである。この恐るべき＂真理’'に達した私

は、これを深く心に秘めておくことにした。何となれば、私は大学の教官であり、この真理が学

生の間に広まれば、勉強する学生などいなくなり、ひいては失業しでしまうではないか。私がか

くも秘しているのに、最近どうやらこの真理は、除々に学生に知れてきたよう．である。

ところで、 9かのギリシャの哲人ソクラテスは、すでにこの真理を見ぬいていたらしく思われ

る。彼は、知というものは生後に新しく獲得されるものではなく、子供が何も知らないのは前世

で知っていたことをただ忘れているだけなのだという。うそだと思う人は、ブラトンの対話編

「メノン」をぜひ読まなくてはならない。その中てソクラテスは、数学のことを何も知らないぁ

る少年に向って、何も教えずただ質問をくりかえすだけて、喪何の問題を解かせている。ソクラ

テスによれば、学習とは忘れでいることの想起にすぎないのである。この真理を体得した人は、

「それは知らなかった」などと言ってはいけない。 「それはちょっと忘れていた」というべきで

ある。この方がかっこうがいい。もっとも、私のように、せっかく想起したことをまたすべて忘

れでしまって、その後で死んだら、来世は大変だろうね。
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このソクラテスの学説は、最近の生物学の進歩によって証明されている。親からもらう遺伝

子、 DNAの中に、すべての情報がつまっているのであって、我々はそれを、 1つづつ想起して

いるのだ、とのことである。ちょっと考えると、新しく覚えるより想起するだけの方が楽なよう

だが、この「想起」には「学習」とちょうど同じだけの努力を必要とすることになっていて、な

んのことはない、想起と言いかえても少しも楽にならないのである。

またもや何の話かわからなくなりつつあるが、わかったようでわからぬ話というのは、日常

そこらにごろごろしていて、別に珍しいことではない。人間は神様とちがって、もともとそのつ

くりが不完全なものだから、完全な理解など望みえないのである。その昔、おしゃか様はさまざ

まな苦労の末に、ボダイ樹の下でサトリを開いた。そのとたん、シンラ万象、天と地の間の一切

のことが、明白となった。つまり、全てを完全に理解したのである。そして、おしゃか様は絶望

した。何もかもわかってしまったら、もはやする事は何もなくなる。そこて彼は、そのままネハ

ンに入ろうとした。ふつうの人間が死ぬことを死亡といい、天皇は没するといい、坊生なら寂滅

といい、中国大陸へ出かけていってたくさんの中国人を殺すことを、優略とは言わず進出という

らしいが、おしゃか様が死ぬことは、ネハンということになっている。その漢字だって知ってる

が、タイブの活字にないから打てない。かくてネハンに入ろうとしたおしゃか檬を見て、びっく

りしたのが天帝、つまり天の神様である。 「あそこまで理解した人間を、このまま死なせてしま

うのは、どう考えても惜しい。だれか行ってひきとめてこい。」何しろ、事は急を要する。そこ

で、天界随ーの建脚「イダ天」が、全権を委任されて走って行くことになる。 「サトリは自分で

開くもので、たとえわしでも教えてやることはでけん。だから生きていてもしょうがない」など

とごてるおしゃか様を、 「まあ、そういわんと」となだめすかし、ようやくイダ天はネハンを思

いとどまらせて、任務を全うした。 「かくて仏教が成立したのであるJと、昔読んだある本に書

いてあった。したがって、おしゃか様は、言うてもせんないと思いつつ、いやいや言うてはるの

である。時には、全くのうそもつく。それを、 「うそも方便」という。

要するに、 ＇すべてを根本まで理解すれば、死ぬか、うそつきになるか、どちらか．しか道はな

い。どちらもいやな人は、だから、あまり深くものごとを理解しない方がよいのである。理解に

はいろいろな段階があって、高層ビルの高速エレベーターみたいに一足とびに上昇するのは体に｀

毒だから、理解というものは一段づつ深めていくのがよい。

かくして、理解は除々に少しづつ深めていけばよいことになった。だから、せきつい動物と

は何か、もまた、それをより深く理解するためには、あらかじめせきつい動物とは何かを理解し

ておかねばならぬ、ということになる。もっとも、この連載を最後まで読み通したあと、せきつ

い動物についての理解がより深まるかどうか、そんなことに私は責任を持てない。

ところで、理解という言葉ほど、理解しにくい言葉はない。理解の「理」という字は、理論
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の理であり、理性の理であり、道理の理である。「理」は「ことわり」という意味であって、か

の毛沢東が「造反有理」 （むほんをおこすことは道理がある）とつぶやいたことから文化大革命

がおこり、それをいちばんえらい毛沢東が言ったのではかっこうがつかない、と、野良氏が「哲

学雑話」 （本誌第6号）て書いている、あの「理」である。そういえば、私の属している金沢大

学理学部にも「理」の字がついていた。こともあるうに、私は「理論の学部」 「理t生の学部」

「道理の学部」に存在していたのであるが、籍をおいて 10年余り、そんなこととは露知らなか

った。我が学部の中に、理論だの理性だの、まして道理などが、ころがっているのを見たことが

ないからである。まあ、 「理屈」くらいなら、少しはころがっている。それも大したことはなく、

私が理屈を振りまわしたら、たいていの「理」学部人は閉□してしまった。払こそ、 「理」学部

の権化（ごんげ） というべきか。

さて、 「理」が「ことわり」なれば、理解とは「ことわりを解すること」である。ところが

ものの「ことわり」など、そう簡単に解せるものではない。借金の「ことわり」さえままならぬ

世の中ではないか。

「ことわり」が理解し（こくいのは、それが抽象的なもので、実在しないからてある。かつて

ケーラーという学者は、チンパンジーをたくさん飼って、ありとあらゆるテストで虐待し、彼ら

の血と涙の成果を「類人猿の知恵試験」 ぽ宮孝一訳、岩波書店）なる本にまとめ、業績をあげ

るとともに金もうけした。最近では、チンパンジーの赤ん坊を自分の家につれてきて、自分の子

供といっしょに育てたり一一こんな親をもった子供こそ、たまったものではないー一、コン

ピュークーを使ってチンパンジーと“対話'’したと称したり、チンパンジーの能力を調ぺた本が

いくつも出ているが、 19 1 7年に書かれたこの本は、その古さにもかかわらず、その内容の面

白さにおいて、これを抜く本はまだ書かれていない、と私は固く信じている。

ケーラーは、チンパンジーにいろいろなことをやらせてみた。オリの前にパナナをおくと、

手をのば•してとる。実は、これはチンパンジーを含むサルにしかできない芸当なのである。なせ

なら、動物の中で「手」をもっているのはサルだけだからである。ネコなら「前足」をのばして

とる、と表現しなければならない。もっとも、ネコがバナナをとるかどうか、定かではないが。

次に、手をのばしてもとれないところヘパナナをおき、そのかわり棒を 1本入れておくと、チン

パンジーは難なくその棒を使ってパナナをひきよせる。最近では、野生のチンパンジーが、木の

枝をふりまわして仲間げんかをやったり、ヒョうにおそいかかる、とは少々オーバーで、ヒョウ

から身を守ったりするということがわかっている。さらに、パナナをもっと遠くにはなしておき、

太さのちがう中空の棒を 2本入れておくと、これは相当時間はかかるが、やがて 2本の棒をつな

いて長くして、パナナをひきよせるという技術を発見する。餌づけという方法は、日本のサルグ

ルーブ、といってもサルの集団ではなくサルを研究する研究者の集団・てあるが、開発したユニー

クな方法であるが、自らチンパンジーの群れの中にはいっていって慣れさせる、人づけという方
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法を発明したグドール女史が、シロアリのアリ塚に穴をあけて、草の軸や木の枝をつっこみ、そ

れにとりついたシロアリを食べるという、いわゆるチンパンジーのシロアリ釣りを発見して大騒

ぎ（こなったのは、こく最近のことである。野生のチンパンジーが道具を使う、道具は人間の専有

物ではない、というわけ。さらに、あるチンパンジーは、木の枝の先を歯でかんで、シロアリが

たくさんくっつくよう（こした。これは道具の改良と見なされている。

ケーラーの次なるテストは、天井からぶら下げたパナナの下に木の箱をおかせてとらせる実

験てある。チンパンジーは、足りなければ箱を積み重ねるという方法を発見した。最高4つも積

み重ねたものもいたという。いじわるなケーラーは、箱を使うことを覚えたチンパンジーの前か

ら、箱をとり去ってしまった。しばらくうろうろしていた彼は、部屋のすみで見ていた飼育係の

おじさんのところへきて、その手をひいてパナナの下までつれてきて、肩にとびのってバナナを

とったそうである。こともあろうに人間様を道具に見立てたわけである。ところが、やはりサル

より人間の方が一枚上わ手で、次のときその飼育係は、チンパンジーが肩にとびのった瞬間、す

っとしやがみこんだ。これてはバナナはとれない。チンパンジーはしばらく困っていたが、やが

て、飼育係のうしろへまわって、そのお尻を押し上げようと試みたそうである。これぞまさしく

「道具」の改良にちがいない。

このように書いてくると、なかなか面白そうな本だから一度読んてみようか、などという気

をおこす人が出てくるかも知れない。もちろん読んでいただくに越したことはないが、一言注意

しておくと、この本はもともとケーラーが科学論文として書いたものをまとめたものだから、気

楽に通読できる本てはない。しかし、じっくりと読みこむと、なかなか味の出てくる本である。

ここまで知った上で、読もうと読むまいと、それは私のあずかり知らぬことてある。9

ところて、チンパンジーの知恵にもやはり限界はある。 2つの部屋を通りぬけできるよう（こ

し、一方の部屋にパナナをつるし、もう一方の部屋に箱をおいておく。たったこれだけで、箱を

使ってパナナをとることをよく｀｀知っ~"いるチンパンジーは、どうしようもなくなるのである。

彼は、バナナ（ことびつこうとジャンブするがとと‘‘かない。もう 1つの部屋へいって、なじみの箱

をながめるが、その箱をとなりの部屋へ連ぶ知恵は、遂に出なかった。彼が、パナナをとるのに

箱を使えるのは、パナナと箱とを同時に見るときだけで、別々に見たのでは両者をむすびつける

ことはできなかったのてある。

この実験からいったい何がわかるかというと、チンパンジーの思考はまさ（こ具体的。即物的

であって、箱はあくまで箱であり、それをパナナをとるための“道具＂であるとは考えられない、

ということがわかる。これは、ロシアのある学者もまた証明している。まず、チンパンジーに、

オケの中からヒシャクで水をくんでタキビにかけると、火がジュッと消えて白煙があがるという

ことを見せる。もともと軽薄なチンパンジーは、ひどく面白がって、タキ火の火を消すことに熱

554 



中する。そこで、池にイカダを 2つ浮かべ、その 1つてタキ火を燃やし、もう 1つに水を入れた

オケとヒシャクとハシゴをおく。イカダ｛このせられたチンバンジーはどうするか？ 彼はまず、

2つのイカダの間にハシゴをかける。ついでヒシャクをとり、オケから水をくみ、ハシゴを渡っ

てタキ火に水をかける。 1度で消えなければ、またハシゴを渡ってオケから水をくんで、ハシゴ

を渡ってタキ火にかけ・・・・・・・・。イカダは＂水”に浮かんでいるのだが、チンパンジーは決して

手近かな池の水をくもうとはしなかったそうである。彼にとって火を消す｀｀もの＂は、オケの中

にはいっている＂何か＇’であって、池の＂水’'ではない。もしオケの中にガソリンを入れておけ

ば、彼は喜んて・タキ火にガソリンをかけたにちがいないc もっとも、 2度とくりかえしてはやら

なかっただろう。

ここでも、チンパンジーの思考が具体的・即物的てあることが証明されている。箱を、バナ

ナをとるための＂道具’'とは理解できなかったのと同様、オケの水と池の水とが同じ｀＇水’'一般

てあるという、いわば抽象概念としての道具や水は、チンパンジーの理解の外にある。抽象概念

というものは、どうやら人間だけがあやつれるものであるらしい。もっとも、我々はほとんど意

識せずに抽象慨念をふだん扱っている。たいていの人は、 「サカナ」とか「トリ」というものが

実在してると思っている。ところが、 「サカナ」も「トリ」も抽象概念てあって、実在しない。

ウソだと思う人は、私のところへ「サカナ」と「トリ」を持ってきてほしい。マダイやマイワシ、

あるいはミックリエナガチョウチンアンコウ（いちばん長い標準和名の魚）なら持ってこれる。

そういった具体的な種を 2万ほど（化石を含めるともっと多い）集めた総称が「サカナ」であっ

て、サカナというサカナは存在しない。まあ、たいていの魚は酒のサカナにはなるが。ブラトン

によると、しかし、理想的な「サカナ」は天上に存在していることになっている。地上にいるそ

れぞれの魚（種）は、それの写しにすぎない。天上には、理想のトリや理想のツクエや理想のク

ツがあり、これらを「イデアという。ブラトンにとって、真に実在するものはこれらのイデアの

方であり、地上のものはその影にすぎないのである。ここから、ドイツ語のイデアリスムス、英

語のアイデアリズム、すなわち観念論（唯心論）という言葉が由来する。だから、観念論とはも

ともとは理想主義のことである。私の尊敬おくあたわざる、元京大全共闘の経済学史家がいる。

私が金沢へ来たころ、私のところへ現われて、教養部の学生に聞かせている講義なるものを一席

しゃぺってくれた。何ても、スミス、リカード、マルクスが出てきて、地上にはじまって天井へ

行き、くるりと一回転して地上へもどるというような話て、何のことやらさっぱりわからなかっ

た。何しろ尊敬している人だから、わからんとも言えず、うなづいてさいごまて聞いでいたら、

おかげてやっとまとまったと、大変喜んで帰ってしまった。聞いてるだけでお役に立ったらしく

これなら楽で良いと思ったが、単位をとらんならん学生さんはさぞ大変だったろうと同情した。

大学の教官、なかでも真面目な先生ほど、学生の理解力を高く評価して、難しいことを．講義する
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傾向がある。私は、娘が大学1年生になったとき、はたとこの真理に思いいたった。 「こりや、

難しいこと言うてもあかんわ。」

ところで、私は話を閏いても本を読んでも、難しくてわからんときは、 「この人は観念論者

やな」と考えることにしている。結構当るから不思議である。この経済学史家にも、 「あんた、

観念論者とちゃうか」など、失礼なことをたずねたりした。彼は、初めは怒っていたが、しまい

には開きなおって自認し、 「イデアリスムス言うたら理想主義いうことや。現実主義者よりずっ

とましゃ。」私は、この時はじめて、観念論＝理想主義ということを知ったのである。もっとも

理想はイデアだから、天上にしかない。地上に理想をさがす人は、だから大変苦労する。

それでは、地上には何があるか？ それは物質、つまりマテリアルであって、物質主義のこ

とをマテリアリズムという。哲学的には唯物論とよばれているものである。この唯物論と観念論

とは、遠くギリシアの昔から仲が悪い。天上の高貴な方々と、地上の欲深連中とのケンカといえ

ば、当らずとも遠くはない。

あまりこんなこと言ってると、 、「哲学雑話」の野良氏におこられるから先を急ぐが、要する

に、サルは典型的な唯物論者であって、高貴なる観念論は理解できない、ということなのてある。

サルの系統をひく人間だって、やはり唯物論の方がわかりやすい。「せきつい動物とは何か」と

いうような問いは、問い自身が観念論的であって、そう簡単にわかるものではない。それを「中

軸にせき索が通り、背側に神経、腹側に消化管」といった、まるてせきつい動物のイデアの説明

みたいなこといったって、わかったような気はしない。

こんな説明はどうだろうか。 「せきつい動物いうたらなあ、クラゲでもタコてもエピてもゴ

キプリでもなくて、サカナやカエルやトカゲやマンモスみたいなものや。」これは、枚挙法とい

って、具体的な例をできるだけたくさん上げてみる方法てある。すると、何となくどんなものか

というイメージが出てくる。出てこない時もあるけど。このイメージこそが、天上にあるイデア

なのである。イデアをおよそつかんでおくと、理解が深まる。

というわけで、しまいまで読まなければわからないはずの「せきつい動物とは何か」を、前

もって説明しようということなのだが、理由の説明だけでくたびれてしまったから、本論は次号

にまわすことにしよう。

＜追 記＞ ビルトダウン人事件の新しい犯人

この間、新聞の広告に｀ 「70年ぶりに解明されたビルトダウン人の真実」という字を見つけ

た。 「クォーク」という、最近はやりのグラフ的科学雑誌の広告てぁる。この遥載の第 8回（第 1

1号）で、私はこのピルトダウン人事件の紹介をしておいた。新しい｀｀真実＂が発見されたのなら｀

それを紹介し、訂正するのが著者としての義務である。などと、減多（こやらないことを思い立ち、

近くの本屋へ「クオーク」を買いに行った•実はそれが大変な難事業てぁった．
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「"コーク’'という雑誌の最近号｀ありませんか」

「"コーク’'ねえ。あんまり聞いたことないけど。ちょっとまって下さい、調ぺてみますからJ

本墨のおじさんは難しい顔をして、ノートをめくり始める。何気なくのぞきこむと、 「コ」の

ところを探している。

「"コ”じゃないよ。カナて＇書いたら＂クォーク＂だから｀ ＂ク＂のところだよJ

「何や＂クオーク’'ですか｀それならちゃんとクオークと言って下さいよj

「スミマセン」

せっかくあやまったの（こ，その雑誌は結局なかった。明日本店からとりよせておくというので

あくる日 1こまた出かけた。

「昨日たのんだ＂クオーク”｀来てますか」

「ああ｀あの＂クオーク'’ね｀来てますよ」

パラバラとめくってみると｀どういうわけかビルトダウン人の記事などない。といって，わざ

わざとりよせてくれたものを要らないなどといえば、またしかられそうである。困ったなと思って

よく見ると，ひと月前のパックナンパーであった。

こうして“クオーク’'19 8 3年11月号を手に入れるため（こ、私は3度も本屋へ足を運び、

その上しかられてあやまったのである。以下の紹介92` したがって、 ＂汗’'と ．＂涙’'の結晶といえ

よう o心して読んでいただきたい。

ジョン＇ハサウエイ・ウィンスローおよびアルフレッド。メイヤー（平山定夫訳）

「70年ぶりに解明されたビルトダウン原人の真実ーー全世界をあざむいたガン作事件のう

らに｀あの有名なコナン・ドイルの姿が浮き出してきた」

号： 32-43。

＂クオーク ’'19 8・3年 11月

ピルトダウン人でっちあげの犯人については、弁護士チャールズ・ドウソンのほかに、ドウソ

ンとともに発掘に当った当時の大学者アーサー・スミス・ウッドワード、若き日のテイヤール•ド

・シャルダンらも疑われたc しかし、 1955年にウエイナーが「ビルトダウン人事件」という本

を書いて、ドウソン犯人説がほぼ定説となった。かつて私が読んだ雑誌「自然」の「今世紀最大の

知能犯」という寺田和夫氏の論文も、ちょうとそのころだったから、この本の紹介であったにちが

いない。

ところが、いろいろ調ぺてみると、ビルトダウン人の発掲現場に出没していた、もう 1人の人

物が浮かんできた。 「人体解剖と化学に通じた医者であり、地質学と考古学に関心が強く、そして

熱心な化石のコレククー。この人物は、人をかつぐことや冒険が大好きて、複雑に入り組んだ筋書

きを操る才能に恵まれた作家である cそして、これが最も重要な点だが、自信たっぷりな英国の科

学者たちに恨みを抱いていた。」この人物こそ、何をかくそうシャーロック・ホームズの製作人

アーサー・コナン•ドイルその人だ、というわけてある
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ビルトダウン人にシャーロック・ホームズをからませたところまては、話として大変魅力的で

あるが、そのあとは大して面白くはなかった？無理はないが、すべて状況証拠しかなく、またドイ

ルがこれだけ手のこんだいたずらをした勧機（こも、それほど説得力がなかったからである。ドイル

が当時、発揺現場から 12~3キロしかはなれていない所に住んでいたこと、ドウソンとも顔なじ

みて発掘を手伝ったり自動車で運搬してやったりしたこと、ドイル自身も恐龍の化石を振り出した

経験があること、そして、散歩の好きなドイルは発抱現場によく 1人て行ったにちがいないし、 「

揺り起こされたばかりの地層や掘り出し物の山の上に、ガン1乍を投げ込んておくには何の苦労もい

らなかった」というわけてある。

動機については、次のように説く。少年のころ、ダーウインとその＂ブルドッグ＇’トマス・ハ

ックスレーに会って感激し、ダーウイン流進化論の熱烈な擁護者となった、エドウィン・レイ・ラ

ンケスターなる人物がいた c彼は、 「1胄け容赦なく、神秘主義者をチョウ笑したうえ、紳士的な行

動のルールを無視して、科学者をけしかけ、神秘主義との闘争にかり立てたc」このランケスクー

は、 ｀｀科学的”推理の結果として、将来発見されるてあろう人類の先祖の化石は、脳が相当大きい

ものにちがいない、と言明していたらしい。ヘッケルもそうだが、どうもダーウイン主義者という

ものは、予言が好きであるらしい。神秘主義者て•あったドイルは深くランケスクーを恨み、仕返し

をするために、ニセの化石人、すなわちビルトダウン人をてっち上げたのだというわけてある。

つまり、ランケスターの言ったとおりの化石をつくる。頭ガイは人間、下アゴはオランウータ

ン。そしてそれをドウソンらに発見させる。まんまとひっかかったイギリスのダーウイン主義者た

ちを、か(1て大い（こ馬鹿にした、というのが、この論文の結諭となる。

もしそうなら、しかし、あのシャーロック・ホームズが何故クネ明かしをしなかったかという

疑問が残る。この論文の著者もそれが気になったとみえて、それとなくその化石がニセ物てあるこ

とをほのめかした形跡があると述べる。しかし、先祖発見の名誉に目がくらんだ学者たちは一向に

気づかず、さりとてドイル自身が言うわけにいかず、いらいらしていたのてはないかと言う。本当

に恨みがあったのなら、ここは、自分の名前の彫られた化石を見つけさせてベリンガー教投の息の

恨をとめた、かのエックハルトとローデック（本誌第 11号参照）にならって、シャロック・ホー

ムズとしては何かーエ夫あってしかるべきであっただろう。ダーウィン主義科学者がまんまとだま

されたことが天下に知れわたって、はじめて神秘主義者擁護の目的が果せるからてある

゜
ドウソンにはそういう動機はなかったと思われる。単純にエライ学者をだましてやった、とい

うのてはなかろうか。だから私は、やはりドウソン説の方が好きてある。

もっとも、犯人がドイルであろうが、ドウソンであろうが、はたまたスミス・ウッドワードて

あろうが、そんなことは今さらわかるはずはないし、だれだってかまわない。各自、自分にとって

いちばん面白いと思う説を信用しておけばいいのてある
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く＜追記の追記＞＞

本誌第 11号て、ドウソンが見つけた化石に工オアントロプス 。ドウソニと名づけた学者は、

エリオット・スミスだと書いたが、それは、ァーサー・スミス・ウッドワードてあったらしい。エ

リオット・スミスとは、ては一体何者かというと、やはりビルトダウン人の調査にあたった神経解

剖学者とのことである。 30年も前に読んだ論文を、調ぺもせずに書いたのだから、この程度の記

•1意ちがいはやむを得ない の こうして、訂正するだけても、まだ良心的（？）と思っていただきたい e

生物学誇大事典

「 帰 化 l ： 本来の自生地から人類の媒介によって他の地域に移動し、しかもその後

はその地に自力で生存しうるに到ること。それが動物であれば帰化動物、植物であれば帰

化植物という。周知の通り帰化植物は繁殖力が強く線路沿いにはびこり、本来の美しかっ

た風景を台無し（こしている。ところが、作今日本の大学にはびこっているのは＂帰化テー

マ’'である。これは留学した研究者が外国の偉い先生の研究テーマをワイ小化して日本（こ

移入したものである。このようなことを一般に「縮小再生産」という。 ｀` 帰化テーマ’'は、

地下に張りめぐらした黒い根から多額の科研費を吸収して、全国の大学の研究室に繁茂し

ている。しかし、決まってワイ小な花しか咲かせず、さらに結実することは極めてまれで

ある。このようなこ‘とを世；間では猿マネという。この、身に覚えのない中傷を聞いて、猿

は怒ったにちがいない。それ以来怒り続けているためにニホンザルの顔が赤いのだという

説は、外国から移入されたものではない。にもかかわらず｀｀帰化テーマ’'を持ち込んだ研

究者は出世し、大学や学会を牛耳る権力を握っている。 （有馬 二 郎）
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教員採用試験考

流石 十美

最近、とみに教員採用試験の競争率が高くなっているようである。とか、ひと事のように言

っているが、なんのこっちゃない、小生自身、気息えんえんと受けては落っこち、またこりずに

受けているのである。そのために使ったお金は約20 0万円、今度300万円目に突入しようと

している。だから、人は、私の話を傾聴せねばならぬ。

そこでだ。ぇ．えかげん頭に来ている教採制度であるが、なにもここて＼受かるためには市会

議員の推薦が必要で、そのためには教育委員を接待しなければならない（石川県）とか、女の子

ならお呼び出しがあれば、教育委員と個人的なおつきあいをしなければならない（升コ縄県）とか、

それにいじけた男子学生が某新聞に密告したとか（ホンマかいな）、といったことを言うつもり

はない。 （きっちり言うとるやないかー一文部省）

何年も就職浪人をつづけていて一番強く・思うことは、大学を卒業した者が、いかに、気楽に、

スツと社会へ入ってしまうかということの不思議さである。まあ、入っていく社会自身、そんな

に気がまえて入っていくほどのものではないと言えば、身もフタもないし、また実際そうらしい

のは、アルバイトをしているだけでわかってしまうし、そう書くと、 「パイトにな（こがわかるか」

と怒られそうだし、そういうことを考えていると、ちっとも本題に入りそうにないし、実は、そ

んなことをうだうだ考えている限りは採用試験に受からないということも、わかっているのでは

あるがI)

高校1.5倍、大学3.8倍、教採9。2倍、ええかげんにせえよ、と言いたくなるのだ。

そもそも、資本主義社会における（資本主義社会に限らないのかもしれないが）競争試験は、落

とすためにつくられているのである。というこ｛とを、どこかで聞いたことがある。早い話、東大

を受けたらみんな通ってしまうようては、東大はパンクするし、そうなると、東大に通ってもな

んにも自慢にはならないわけで、あほらしくなる人もいようが、やっばり今よりは東大生は増え

るだろう。高校の教師なんぞはかわいそうなもので、 「お前、勉強すれば通るぞ」と生徒をひっ

ばた＜けれど、その子が通ればだれかはその子のために落ちるわけて、極端な話、同じクラスて

同じ大学を受けた場合に、そういうケースがおこることもありうるわけで、やっばり、入学試験
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の答案を返すわけにはいかないな、とへんな意見を持ってしまう。大学の先生の場合は気楽なも

ので、就職先がほぽ教師しかない教育学部でさえ、教員採用試験の指導なんて全くせず（それは

それていいのだし、短大てそういうことをする方がおかしいのだけど）、むしろ逆に、そんなこ

とを面接て言えば殺されるようなことすら、熱心に教えてくれるし、学生の方は、そういうこと

など片っ端から忘れるか、または、面接ではそんなこと片言もしゃべらず、むしろ逆のことを堂

・。・・
々としゃべってくる思慮分別を備えているから、さしたる問題は起こってないようてある。

そこで、何が言いたいのかと言えば、いままではそういう問題（短的に言えば思想差別）は

比較的起こっていなか．，ったのではあるが（どこかの大学では、自治会役員経験者 11人中 10人

が落とされて、一般の学生ー一こんな区別は好きてはないのだが一ーの合格率の数分の 1で

あったという例もあるが）、これからは、もっと根の深い、つまり品性ともかかわるようなとこ

ろで、問題が起こってくるような気がするのてある。前に書いた「思慮分別」ということてある。

去年、大学で受けた授業の中で、長い大学で初めて感動した授業があった。学校における 1

つのケースを設定して、そこでの児童の質問に教師が答える一言を考える、というパクーンてあ

ったが、そこでの 1つ。小学校1年生のクラスて、 「明日は、楽しい遠足に行きましょうね。先

生、みんなとお約束しましたよ。」

しかし、翌日は雨て、振りかえ授業になった。その朝の会の時間に、きかん坊の A君が、先

生に抗義にきた。

「先生、きのう約束したやんか。なんて遠足に行けへんねん。行こう、行こうやないか。」

半狂乱てある。果して先生は、そこでどう言うか。

いろんな答が出た。 「雨が降ってるからよ。」 「またこんど行きましょうね。」 「ほら、今

日行くと雨にぬれて風邪をひいちゃうてしょう。」

しかし、そこで大学の講師は言ったのである。 「この先生は、前の日にみんなと遠足に行く

ことを約束したのである。そうして、 A君は、その約束を破ったことに怒っているのだと思う。

行けない理由を聞いているのてはない。」

なせそういう答を書いたか、理由を示す襴もあった。 「雨（こぬれると風邪をひくこともわか

ってほしい」なんぞ書いたが、 「小学校1年からしっかり教えなければならないのは、約束を守

るということである。だから、何をおいても｀｀ごめんね’'と先ず先生が言う。そのことが一番の

道徳教育になるのではなかろうか。」

あやまればすむという問題ではないが、 「記憶にございません」というより、まだましだろ

う。そうして、言われてみれば、なんじゃらほい、というようなものである c しか •し、小学校教

育には、一番大切なものでもある。

でも、ふとふりかえってみれば、今の社会では、約束を破ったからあやまるというようなこ

とができる人間は少なくなっている。 「てもねえ、ほらさ、あの子の家へ行っておよばれになっ
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てさ、遅れてしまったのよ。」すぐいいわけが先に出る．し．．、言いわけがあると約束を破ったこと

も正当化されてしまう。極端になると、約束したそばから言いわけを考えている人もいる。

「あっ、でもね、行けないかもしれないわ、あの子と遊びに行ってからだから。期待しない

で待っててね。」

ええかげんにせえよ、と言いたくなる。自分も似たことをよくやっているようだから、言わ

ないが。

しかし、そんな自分にいや気がさしていることも事実である。小学校の教師になろうとして

いるのに、そんなこっちゃいけないと思っていることも事実てある。

ここに 1人の友人がいる。今の社会の仕組に疑問をもち、大学在学中、ずっと生協運動をや

ってきた熱血漢てある。教育科学研究会に属し、将来はへき地教育に一生をうちこむんだといっ

て、へき地教育分科会を背負ってきた。今4年生で、今年教採を受け、クラプ歴を書く欄に、ヘ

き地教育研究会と書いてきた。ご多分にもれず、教育科学研究会という所は反体制派であり、体

制側から目をつけられている。高校の「社研」のようなものてである。案の定、彼はすべった。ク

ラプ歴にそう書いたことが、すべった原因のすべてであるかどうかは、わからない。ても、そう

書けば、すべるであろうことは、常識となっでいる。だから、だれも書かない。彼は、 「自信を

もってやってきたんだということを、なぜ書いて悪い」といったような目で、私を見る。そこで

私は、 「要領だよ」と言わなければならないのだろうか。

そうして、事態はますます悪化していく。今年受けた石川県の試験に、こういう問題があっ

た。 「今問題になっている教科書問題についてあなたの意見を述べよ。」真底鵞．．いたが、朝日新

聞に載っていた教育長の談話（確か石川県の教育長だったが）を、そのまま書いた。このくらい

の恵、白§、ii」はもっているつもりてあるから。しかし、相手もさるもの、今度は大阪府での面接の

話。

「あなたがたが今しているリクルートカットと背広姿についてどう思うか。」

「余り好きてはありません。」

「それはどうしてか。」

「画ー化されすぎているから。これに限らず制服というものも・・・・・・」しまった、と思った

がもう遅い。中学・高校と制服がいやでたまらなかったことが、ヒョコっと首を出しただけなの

だが。そんなことを言ってはあかんで、とみんな（親父も含めて）に言われた。

またもや大阪府の面接て。

「教師の授業時での望しい服装は。」

「清潔で、身ぎれいにしてあって、汚れてもかまわないものです。」

「具体的には？」

「男なら、スラックスとワイシャツなんかいいと思います。」
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「他には？」

「ええっと、ジャージ・・・・・・、あっ、これは体育の時・・・・・・、それと体育の後で着がえるひ

まのなかった時なんか・・・・・・」

「それについてどう思いますか。」 （いかにもジャージなんぞ若るものてはない、といっ

た風（こ。）

これは、私が聞かれた問題ではなかったが、質問者は楽しそうに、返答者はしとろもどろで

あった。まるで、従順度テストである。

事態はますます進も。石川県では、はねっかえりの教師を徹底的に揺除しているそうだ。い

かに従順な教師を採用しても、はじめの 1年くらいは、みなはねっかえりになるという。具体的

にはねっかえりがどういう意味なのかはよくわからないが、意気さかんな新採者である。たとえ

ば、学級通信なんかも精力的に出すのだろう。父母を教師の味方に引き込んでしまうことを極端

にきらう管理者にとって、これはこの上なくうっとうしいことであるのは、十分推察てきる。そ

こで登場したのが、集団討論形式の面接である。 3人で、テーマを与えられて、 20分くらい討

論する。いったい我々は、なにを言す論すればいいのだ。その目的は、はねっかえりの排除にある。

保守王国石川県において、差別するぺき思想の持ち主がそんなにたくさんいるとは氏われない。

ても、新採者はみんなはねっかえりになるから、徹底的に排除するのだという c はねっかえりと

は、自分の思ったことを言葉にし、実行するものだろう。それを排除するために、集団討論をさ

せる。こう考えると、要領よく試験に合格するためには、 20分間貝（こならなければならないこ

とになる。自分の意見を言ってはいけないのだから。そうして、tこれかが自分の意見を述べれば

「あっ、こいつは落ちたな」とほくそえんで、 「まあ、そうですね」と態度をあいまいにしてお

く。そんな教師が求められているのであろうか。

事態はまだ進む。

問題は、本人だけにとどまらない。石川県においては、親。兄弟が組合活動をやっているも

のは、採用しないのだそうである。なんらかの形で、本人も影響されるとみるからであろう。教

育委員会は、ここまで｀｀配慮”してくれているのである。どこに配慮しでいるかは別として。そ

こて、ここに最も可哀そうな犠牲者が誕生する。思想穏健、品行方正、極めて従順、いまの世の

中が最高であると信じて疑わない学生が、親が組合活動をやっているという理由であっさり落と

されてしまうのである。親よ、ゆめゆめ、組合活動なぞするなかれ。 （そんな学生が教師になっ

たときの、生徒の被害を思ってみよ。親はもっと組合活動をすべきである一ー会長）

戦後、民主教育なはなばなしく開花した。大学に入って初めて読んだ「日本国憲法前文」に

感動したことを覚えている。また、つい最近、友人に「面白い本があるぞ」と言われて読んだ

「憲法の話」も素晴しかった。 「おい、いい本やな」というと、友人はニャッと笑って裏表紙を
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指さした。 「発行、文部省」 （ただし昭和22年のもの） 聞いた話では、民青の県委員会で、

これを勉強しているそうである。もう、いやっ。

しかし、もういや、てはすまされないかもしれない。確か朝日新聞だったと思うが、アメリ

カ国民の世諭詞査て＇、題名を見せずに「アメリカ独立宣言」を読ませると、 70％くらいの人が

「共産党の宣伝や」と答えたそうである。また、ほんまかいなといまだに信じられないのだが、

友人が、中学。公民の実習て＼授業の導入に「日本の政党名を知っているだけ言ってみろ」とい

ったところ、 40名のクラスで、結局、政党名全部は上らなかった、という話もある。いったい

どうなっているのだろうか。

うそをついたり、約束を破ったりしても、すぐあやまれない、自分の意見を言えない、自分

の意見があっても言うことを許されない、先生が、またたくさんつくり出されていく。それどこ

ろか、本を読むことさえ拒否する学生もいる。 「著者の意見に左右されたくないから。」そうい

った彼は、もう教師として教i置に立っている。

その行きつく先は、もうわかっているつもりである。 「われら生涯ヒラ教員」。教育正常化

県` 静`岡’'のお話。

友人が言う。 「だからこそ、要領を身につけて、早く教師にならんとあかんのや。」

もういや、というしかないようだ。でも、今年は「鉄面皮」（こなる練習をしようと思う。私

はこの世で生きるしかないのだから。

（会長注：聞くところによると、著者は今年も「鉄面皮」をつけ忘れて落され、遂に転身して

現在、ある技術学校に通って勉強しているとか。高卒の同級生にかこまれて、 「級長」などやっ

て、ごきげんなのだそうです。 “若者’'は何を考えているのやら。）

原稿募集

当会会員には、すでに教師となっている者もたくさんいます。とくにやゃこしくなってきた

教育の問題について、高説・低説・正説・邪説から単なる感想にいたるまで、何でも結溝ですか

ら原稿をおよせ下さい。 （編・集 局）
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"1 0 0 0メートル以下クラプ’' 始末記

奥野良之助

私のいる金沢大学理学部生物学科（こ、 「生物クラブ」がある。これは、生物学科の教官と学生

のうち、生物の好きな者が集まってつくったクラプて、時たま旅行して自然を楽しむことにしてい

る。生物の好きな者が生物学科へはいるのだから、生物学科の生物クラプなどおかしいではないか

と思われるだろうけれども、最近は実はそうてもないのてあるc このごろては、生き物をすべてす

りつぷし、ふりまわし、吸取紙にしみこませて研究するのが近代的とされている。学生の方も共通

一次試験で輪切りにされ、 「まあ、君は金沢大学の生物学科くらいなら受かるよ」てなこと言われ

て、ごく素直にはいってくる。教官も学主も本当に好きなのは、生物てはなく｀｀生物学者’'である

らしい。だから、生物学科の＂生物クラブ',.は、いまや貴重な存在なのである。

もっとも、私が金沢へ来た 10年前は、 3度のメシの次ぎくらいに生き物や自然の好きな者が、

少なくとも学生の中にはたくさんいた。ある学生は、理学部と並行して建っている教養部の換気孔

にキセキレイが巣をつくっているのを見つけ、自分の部屋から毎日朝から晩まて双眼鏡で観察を続

けた。ところが、教養部の女子学生の間に、理学部に私たちをのぞいているチカンがいる、という

ウワサが立ったc 彼は、のぞかれるほど魅力のある奴はいないではないか、キセキレイの方がずっ

ときれいだ、と一笑に付したが、ふだんの言動からみてその双眼鏡（こ何が写っていたか、私は深く

疑っている。その彼がある日のこと、血相を変えて私のところへ現われた。

「先生、怪しからんですよ。」

「何が怪しからんのや。」

「キセキレイのヒナがね、初めて巣の外へ出てきたんてすわ。」

「結構なことやないか、それやったら。」

「ところがね、トビが2~3日前から近くて待ちかまえてましてね。」

「へえー、そりゃおもしろいね。知ってたんやな、そのトビは。」

「おもしろいことなんかありませんよ。そのトビがヒナめがけてとびかかったんですよ。」

「いいとこ観察できたなc滅多に見られん見物やて、それは。それでうまいことヒナをつかま

えよったか、トビは。」
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「そんなもん、見てるヒマないてすよ、階段を3段づつかけおりて、すっとんていったんて・す

から。」

「危ないな、何して行ったのやC 」

「決まってるやないてすか、I:::ナを助Itに行ったんです。」

「不思瀕なことするな。それて間に合うたか。」

「いや、間に合いませんてした。トビ 1が追いはらってとりかえしたんですが、とナはもう死ん

てきしたI)j 

「それで何が怪しからんのや。」

「何がって、トビがですよ。せっかく巣立ちまてこぎつけたのに、殺されたんですよ。」

「そのヒナの死体はどうしたの。」

「ハクセイつくろうと思って、冷頑庫に入れてあります。」

私は彼に、トピもまた子供を育てていること、キセキ Vイの巣立ちを何日も待っていたトビの、

それは正当な報酬であること、そのトビのうわ前をはねた君がいちばん怪しからん存在てあること、

したがって、ヒナの死体は即刻トビに返してやるべきこと、を、ことをわけ、すじ道を通し、コン

コンジュンジュンと説いて聞かせたのてあるが、キセキレイの色香（こ迷った彼は全く受けつけてく

れなかった•O

さて、このような自然と生き物を愛好する学生たちは、どういうわけか、金沢の南にそびえ立

つ霊峰白山によく登る。ある学生などは在学中毎年10回以上登っていた。初めは夏だが、少しな

れてくると冬にも登る。雪が5~6メートルも積っているところへ登るのだから、登山も雪もきら

いな私からみれば、全く正気のサクとは思えない。その上、苦労して項上まで登ったら、そのまま

また降りるだけだがら不思議である。その学生はクマに合うことを熱望していた。しかし、数十回

も登ったのに一度を合えなかった。彼があまりになげくので、私はなぐさめてやった。

「君は気がつかなかっただろうけど，、ウマの方はきっと、君を見ていたにちがいないよ。」

「本当ですか。出てきてくれたらよかったのになあ。」

「そりゃ無理だよ。君の顔を見たら、クマだって恐くて出てこれないよ。」

彼はその後しばらく、口をぎいてくれなかったc

こうした学生たちは、新任の生態学講座の教官としてやってきた私を、しきりに白山へ連れて

行きたがった。白山の自然のすばらしさを私にも感じさせてやろうという親切心もなくはなかった

が、それ以上に、口ではどうしても勝てない禾ムを白山に連れ出し、＜たびれ果てたところて仕返し

をしてやろうという思惑があったことはまちがLヽ ない。私にだって身を守る権利はある

゜
「先生は生態学の教官てしょう c白山の自然を知らずして何が生態学ですか。よう登らんのと

ちゃいますか。」
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「白山くらい登るのはわけはないけどな。実はある団体にはいってて、高い山1が登ったらいか

んことになってるんや。」

「何の団体ですか、それ。」

「"10 0 0メートル以下クラブ＂いうてなあ、そのクラブヘはいったら、 10 0 0メートル

以上の山の登山！ま禁止されるんや C 」

「・・・ヽ・・`．．．？」

学生たちが目を丸くしたのも無理はない。私だってその瞬間まて、そんなクラプは知らなかっ

たのだから cても、口に出したからには、何とかかっこうつけなければならぬ．C そこでもっともら

しく、会則をてへっち上げたc といっても次のニヶ条てある。

第一条 会員は10 0 0メートル以上の高地に登ってはならない。

第二条 会員は、自ら高地に登り自然を破壊しながら自然保護をとなえている偽善者を

断固キュウ断する義務を持つ。

ダンブカーのような巨体て山の中を走りまわって調査し、毎年数百ページの論文を発表して、

東南アジアの森林を裸にしつつある、かの自然保護論のエース、宮脇昭横浜国立大学助教授（も

う教授になったかな）の説によれば、高山地帯は特別に破壊に翁く、また｀｀ふみつけ効果’'といっ

て、人間がふみつけただけてもしまいには木が枯れる、ということであるc 白山のような山は、だ

から、人が登っただけても荒廃していく。真に山を愛し自然をいつくしむ人は、登りたいのをじっ

とこらえ、下界がらながめるだけて我慢しているものなのてある。山登りの好きな人は自然愛好者

などではなく自然の破壊者と言わざるをえない。それを自認しているのならともかく、山に登って

自然を破壊しながら自然愛好者のような顔をし、その上他人に自然保護を説き、あまつさえ山登り、

すなわち自然破壊を強制するなど、言語道断、まさに許しがたい。我が "10 0 0メートル以下ク

ラプ’'は、かかる怪しからぬ奴どもを批判追及する団体なのてあり、かく言う私が創立者で会長な

のだ。

「そんなこと言ったって、 10 0 0 メートル以上のところに住んでる人だ•っていますよ c そん

な人はどうするんてすか。」

「住むんなら1万メートルてもかまわん。君らもどうしても登りたければ、降りて来なければ

いいんだ。」

「どうあっても登ったらいかんと言うんてすか。」

「そんなことはないc どうしても登りたかったら登ってもええけど、 ＂ああ、オレは自然のハ

カイ者や”と思いつつ登らんといかん。」

「先生登らそうと思うたら、どうしたらええんやろな。」

「そやな。白山にロープウエ一つけるいうのはどうや。そんなら登ってもええて。」

「それこそ自然破壊やないですか。」
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「つくる時さえちょっと用心したら、あれは破壊が少ないて。呵せ空中飛、4，ていくんやから c

それに、年寄りでも病人でも行けるようになるしな、；」

「そんなの、ちょっともおもしろないわ、ロープにのって山へ登ったりしても C 」

「その考えがまちごうとる。白山：エ若者だけのものではない。みんなて平等に楽しまんといか

ん：；君らのiよ白山の＂私物化＂ゃ C 」

私の友人に水原洋城という男がいる。彼のペンネームを魚5野公平というが、 「これはなあ、ア

ア言ウト・コウ言ウと読むんやで」とのことてある。学主時代この男（こ鍛えられた私も、学生ごと

きに0て・は負けるわけがない。もっとも、tこからこそ彼らは私を白山へ連れ出したがったのだが。

言い負かされた学生どもはあきらめたらしく、その後何にも言ってこなくなった＾そうなると

しかし、こちらもさびしいから、 1人々々つかまえて "10 0 0メートル以下クラプ＇’への加入を

強制して歩いた。でも、だれもはいりたがらない。 「論理で負けたくせに行翻がともなわんとは何

事や。それても＂理’'学部の学生か」などと言うものだから、みんな逃げてしまう c

それからし{;f.ら（して、ちょっと都合の悪い出来事が起こって、加入の勧誘は止めることにし．

た。

息子が高校を卒業することになり、もう親といっしょに旅行することもないだろうというわけ

て、お別れ東北旅行というのに出かけた。すべて息子の立てた計画に乗ったので、のんびりと旅を

楽しんていたのだが、ある日バスにゆられて着いたところが、ハ幡平（はちまんたい）の項上であ

った。パスから降りて、はっと気がついた。

「しまった、ここは 15 0 0メートルだ。」
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くく書 評＞＞

「車を捨てた人たち」

田中公雄著 日経新書 480円

最近おかしな本が出たの。本当におせっかいだと思うわ。日本ば自由主義の国だもの...車に乗

るかどうかは私の勝手よ。

私はいつも安全運転してるから｀事故なんか起こしっこないわ。万が一、事故が起こったとし

てもたくさん1呆険にはいっているから安心だわ。けがをした人や死んだ人にも保障金を充分払える

もの。子供の飛び出しなんて，あれは親の仕つけが悪いんだわ。私の子供が小さいうちは心配だっ

たから｀うちの広い庭て遊ばしたわ。もちろん門にはカギをかけて外に出られないようにしてたか

ら安心だったわよ。道路で遊んでいる方が悪いのよ。

歩いている人って、あれはパカか貧乏人ね。車（こ｝尼をかけられるのがいやだったら自分も車に

乗ればいいのよ。私なんか水たまりがあってもスピード落とさないわ。水たまりがあるのが悪いの

ょ。万が一泥水をかけたら、その時は洗た＜代を弁償すればいいのよ。だけど横断歩道がたくさん

あって｀早く走れないのよね。あんなのtiみんな歩道橋か地下道（こしてしまえばいいのだわ。

私は大学に懃めてるんだけど｀駐車場が狭くて困るわ。毎朝空場所を探すのが大変よ。仕方が

ないから道路に駐車するのよ。そクよ、グランドなんかつぶしで駐車場にすればいいのだわ。邪魔

になる木なんか全部切ってしまえばいいのよ。植物園なんてあんなのむだだわ。駐車場（こしてしま

った方が1更利よ。私はどうしても皐に乗って来るんだもの。

排気ガスに有害物質があるって言うけど、私の皐は法律の規制に合格してるからいいのよ。発

ガン物質とか窒素酸化物だって｀私の車1台が出す量なんてほとんどゼロだわ。それに私の家は郊

外の空気のきれいな所にあるから、私の家族は大丈夫だわ．

車に乗ってると体力がなくなるって言うけど，私は毎週エアロピクスやヨガ｀それに水泳でし

ょ，週末にはテニスもするし時々ゴルフにも行くから心配ないわ。行きつけのブティックの流行の

ドレスを着て｀車てレストランに行っておいしいものを食べるの｀これが文化的生活というものよ。

私は進歩的文化人だもの｀当然自民党（こは投票しないわ。だけど自民党が政権を持っているの

がいいと思うわ。うちの家の一軒おいて隣（こ社会党の議員さんがいてね，とても気さくな人よ。近

所の道路がきれい（こ舗装してあるのはあの人がいるおかげよ。この間ね、駐車違反てつかまった時

頼んだふ警察に掛け合ってくれてもみ消してくれたわ。あんなの駐車違反じゃないわよ。だけど

十軒ほど向うにも公明党の議員さんがいるのよ。高級住宅街だもの議員さんもたくさん住んて・いる

の。向こゥの方がもっと親切だったふ今度は公明党に投票しようかしら。だけど公明党はあまり
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文化的な感じがしないのよねえ。

そうそう文化的といえば、私チョウチョを集め始めたのよ。チョウチョを採集するには車は絶

対必要だわ。ねえ｀白山でチョウチョの採集を禁止するなんておかしいと思わない？ 他人‘の趣味

を邪魔するなんて間違ってるわ。そうよ、採ったってかまわないのよ本当 l2。つかまる人がドジな

んだわ。チョウチョをたくさんつかまえて、殺してナフタリンの箱（こ並ぺておくの、きれいて．とっ

ても文化的だと思うわ。特にチョウチョの胸をプチュッと指で押す時のあの快感｀何とも言えない

ゎ。文化自動車で文化的にチョウチョを採集するなんて，本当（こ文化国家に生まれて良かったわ。

車でもうひとつ文化的と言えば交通事故ね｀ §員がぐちゃぐちゃ（こなったり｀腹から腸が出て垂れ下

がっていたり、ガソリンに火がついて焼けて黒こげ（こなっていたりしてね｀あれなんか本当（こ文化

の象徴と言うべきだわ。

日本の車は安くて性能がいいし、故陳もしないからいいわ。だから外国（こ売れるのよ。外国（こ

もどんどん売って大量生産すれば私はそれだけ安く買えるのよね。ペルトコンベアで働くのがそん

な（こいやなら｀そんな人やめさせてロボットに働らかせればいいのよ。人間よりロポットの方がい

い車を作れるわよ。外国（こたくさん売って外貨が余ったら｀それて農産物を買えばいいのよ。牛肉

やオレンジがたくさん輸入されて農家が多少困ったって、それは仕方がないわ。補助金さえ払えば

農家は文句を言わないわよ。私が車を安く貢えるかどうかがもっと大事だわ o

てもね｀車ってガソリンがないと走れないのよね。だからシーレーンは是非守ってもらわなく

てはいけないわ。だってシーレーンが守れないとガソリンがなくなるんてしょう。私は税金をちゃ

んと払ってるんだもの、当然ガソリンを手に入れる権利があるわ。車に乗れなくなるんだもの、絶

対だわ。でもあれだけ広い所だから自衛隊じゃ守れないかも知れないわね。そうだわ｀日本も原子

爆弾を持てばいいのよ．アメリカとかソピエトのは攻撃用だから悪いけど、日本は防衛だけに使え

ばいいのよ。原子爆弾を持っていればどこの国だって、そう簡単にタンカーを攻撃できないわよ。

1乍ろうと思えばすぐにも作れる技術はあるんだから｀そうすれば安く解決できるのよ。

私って国際問題にも興味があるのよねえ。あら，確かこれ書評だったわねえ｀少しずれたかし

ら。それではご免ぁそばせ、オホホホホ。

＜下菊マダム＞
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丹 後 だ ょ り

元場集局長

現丹後支部長

長い学生生活から足を洗い、さまざまな期待とともに住みなれた金沢を難れて、はや半年。今

年の「学会誌」にパラ色の表紙をもって、私の門出を祝ってもらったにもかかわらず、バラ色ても

ピンクてもない、灰色の日々が続いています。その前ぶれが、前号における囁集局長の解任。この

件については全くの誤解であり、私の無罪は明らかなのですが、かの元首相も無罪だと言いはって

やめず（こいますし、ここは模範とすぺく、いさぎよく辞任することにしましたc そこて新たに支部

をもうけ、その支部長として細々と通信を本部に送りますc支部名も、本来なら関西支部と名のり

たいところですが、つつましやかに、丹後支部とします。丹後半島、丹後ちりめん、丹後オイルサ

ーデインの丹後てす。 ・

さて、まず最初に、けさ回ってきた回覧板にはさんであった市の公報をみてみると、「今月のく

みとり予定表」。いなかへ来たもんだなあと改めて実感。次いて、 「エネルギー研究所環境現・；兄詞

査終る」 「関西電力が新しいエネル氏一利用に関する研究を行うととも（こ、出力37万5千キロワ

ットニ基の発電設備を設置し、温排水に関する研究を行い、併せて電力供給の改善に役立たせたい

とする・・・・・・」。つまり、エネルギー研究を名目に、 70数万キロワットもの火電を建ててしまお

うというもの。電力会社もだんだんやることが巧妙になってきた。今回の詞査は、i毎、空、陵にわ

たる環境の現況調査て、この結果をもとに、まもなく環境影響調査書が出されるという c この動き

に対して、住民の側もだまってはいないようだ。さて、どんな運動が作られてゆくことか。

話は一転して、私の勤める学校にて。 9月30日、衣がえを明日にひかえ、生徒部長の放送。

「一せいの衣がえ強制に対し反発を感じる者もあるかもしれないが、これは日本古来からの伝統で

あり、我々はこうした伝統を守ることにおいて、ガンコてあらねばならない C 特に、姿なき管理社

会といわれる今日において、ガンコであることが身を守ることにもなるのてある、ぅんぬん。」暑

かろうが寒かろうが決められた日に全員そろって衣をかえることが、管理社会から身を守る嶋．．．？

さて翌日、全生徒は例外なく冬の制服に身をつつんで登校。思わずとなりの若い同僚（こ、 「ま

じめに着てくるなあ」とぼやくと、 「ほんとに見ていて気持ちがいい！」と彼。全く、こういう場

所にいると、自分の感性が異常なのではないかという不安にとらわれる。
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中間試験ての答案からc

問 「次の歌詞について、進化誇的あるいは人生験的に騎せよ。」

ああ 人は昔々 鳥だったのかもしれないね

こんなにも こんなにも 空が恋しい

中島みゆき

答 A 「空が恋しいからというだけて‘、人が烏だったとはかぎらない('.:..J

B 「自分の趣味て問題つくりやがって、テストを私用につかうのはよくない。」

C 「昔々ゆたむと 1iてむは木の上に住んていた。ある日ゆたむは恋するゆてむが空へ

と旅立ったのを追って、自分も空を飛（まうとした。しかしゅたむはとてもどじだったの

て、木からおっこちてしまった。それてしかたなく地面でくらすことにしたe地面ての生

活！まみじめだったc けものにもおそわれた。てもゆたむは負けなかった。がんばった。

そして立派に生きのびた。それてもゆたむはやっばりゆてむのことが忘れられなくて、

空を見上げては歌うのだったc ああ 人は昔々 ・・・・・・・・。」
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くくく編集局だより＞＞＞パート 1

今度新しく縄集局長に昇格いたしましたc．よろしくお願いしますc

ところで、私ははたして何代目の局長になるのてしょうか。そのところを会長に聞いてみまし

た。

局 長：私て何代目になるんてすかc

会 長：学会誌を最初から読んていけばわかるやろ。局長になったんやから、それくらいのことは

やっとけc

局 長：ても、うわさによると、最初のうちは会長が二役てやってたとか。

会 長：そんなことはないc けど、たまには「編集局tこより」を代作するようなことはあったな。

若い奴はなかなか書かんからな。前の局長のときも、半分くらい、オレが書いてやった。

局 長：それは気がつかなかったなあ C ・文章読んだだけでは区別がつきませんね c

会長：編集局長やってると、文章まで会長（こ似てくるんや。文章はその人柄をあらわす c君も覚

悟しとけよ。

局 長： 1布いなあ。ひょっとして、今飲んてるこのコーヒーに何かはいってるのとちゃいますかc

会長：ふふふ・・・・・・。ところて、君、君は本当に実在してるんかね3

局 長：えーっ！ ？ どういうことてすか。目の前にいるじゃないですか。

会 長：見えてるからといって、ほんまに居るかどうか、わからへんc 目なんか信用て（ナヘんもん

な。

局長：．．．．．．？

な（こやら怪しげな役についてしまったようてす。ともかく確かなことは、創立以来会長だけは

ずっと同じて、これからもやめそうもない、という事だけです。

くく繍集局だより＞＞ パート 2

エー，この度私は独裁会長より編集局長補佐なる大役に任命されました。しかし補佐が何等級

に相当するのかはまだ閏いておりません。局長が一等級だとすると補佐は二等級になるのてしょう

か。そうだとすると｀牙ムは四等級から二等級に大出世することになるのでありますが…・。

（ホサれている補佐一ー有二）

＜最近の若いモンは仕事もせんと待遇ばかり気にしよる。な (1かわしいことじャーー会長＞

＜編集、荀長補佐は、そんなに若いことおへんですよ｀局長は若い（ナど。一一環集局長＞
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くくく績集局だより＞＞＞バート 3

◎ このところ、§扁集局の人事が非常に混乱している<:・酎j号て、渥集局長を解任したところが、す

ぐに電話がかかってきて、ちゃんと手祇．iま出したはずだ、ぬれぎぬだ、と怒ってきた。そこで

私の机の上をさがしてみたら、山をなす書頻の下からたしかに手紙が出てきた。いかに万能の

会長といえども、まちがうことだってある。たちまち前言をとり消して、綱集局長を復職させ

た。しかるに編集局長は、今度は辞任したいという。あまつさえその上に、新しい編集局長ま

て任命してしまったc これで彼は、 3つの罪を犯したことになる。会長の命令に反抗したこと

が2回、会長の権限を犯したことが1回c これは、会員の身分をハクダツするに必要にして充

分な理由になると思考するが、除名してもすぐ加入するだろうし（入会金を決めておくのだっ

た）、その上、新会長まて任命するかもしれない。ここはそっとしておくことにしよう。

◎ 繍集局長を解任したあと、たまたま会ったある会員に、 「お前、環集局長をやれ」と命令した，

ところが、すぐまた復職させねばならなくなったので、その会員を綱集局次長に格下げするこ

とにした。ところが彼は、自ら纏集局長補佐と名のってゆずらない。 「次長と補佐とどうちが

うんや。同じようなもんやから、任命どおり次長になれ」 「同じようなもんでしたら補佐でも

ええじゃないですか」 かくて彼は、ホサに居すわっている。

◎ 命令違反、抗命、権限1曼犯があいついで、これは独裁生物学会をゆるがす危機てはあるが、も

う少し待っていただきたい。そのうち、フティのヤカラを一挙に粛整してしまうことにしよう。

◎縄集局長補佐：このごろ東大の馬鴻寮の学生がたくさん入会しますね。どうしたんですかね。

会 長：東大の教養部て、 10年前の｀｀学園闘争＂以来落ちこ（ミれてしまった教官が何人かい

てな。生物学会へ入会したのはよいが、頼んだ原稿は書かんと頼みもせんのに学生1こ宣

伝してるらしい。

補 佐：それにしても、このところの入会希望者は多すぎますよC 2 0人近くなってるんやな

いですか。

会 長：最近3人5人とまとまっていうてくる連中は、寮生間のコミュニケーションやろ c・百

円送ったらバ..クナンバー15冊も、送料持ちで送ってくれるとこなんか、減多（こない

もんな。

補 佐：そんなことしてるんてすか。東大生も東大生やな。百円てそれだけもろて、もうかっ

たとしか考えへんのやろか。

会 長：東大生やからそうなんや。ずっと優等生てきたら、他人は自分に奉仕するもんやと思

いこみよる。ちょっとでも他人の痛みに気のつくような奴は、中学・高校で落ちこぼ
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れて、まあ東大へははいっとらんやろ。

補 佐：どんどん来て、東大生に占拠されたらどうします。機動激でも呼びますか。

会 長：そんなことせんても大丈夫やc我が学会は＂会長独裁”て、会長の命令はたとえどん

なことてもきかんならんことになっとるやろ1)東大生がみんなはいったら、いっせい峰

起の指令を出して革命をやらせるぐ成功すれば良し、失敗すれば慢勧隊が片をつけてく

れるやろ。

補 佐：なんやポクまで恐わなってきた。会長にそこまで潅限があるとは知らなかった。

会 長：それは君'Tl)i忍識不足やて。ところで、たくさん iよいった東大生がまじめに原稿送って

くるかどうか、ヵヶしょうかr

補 佐： 10人に1人くらいは原稿送ってくるのもいるのとちゃいますか。

会長：オレは 1人もおらん方にかける c、卒業・就職して会費を 10 0 0円払わんならんよう

になっても、住所変更のとどけを出す奴も、 1人もおらんと思うけど、君はどう思う。

補 佐： 1人くらいはいるてしょう。これもかけますか。

会長：よし、決まった。コーヒー2杯、いただきや。

◎ 年末ぎりぎりに第 16号を無理して出したのは、ほかてもない、前編集局長の強要で使った品

のないピンクの表紙の紙が余っていたからである。来年は、日本生物学会にふさわしい、もっ

と上品な色を使うことにしよう。局長も代わったことだし。

◎ 会友ホ原洋城氏に、学会も発展の一途をたどっているから、わがシンボルマークの＂小鬼＂

も、それにふさわしく書きなおしてほしい、と依頼したところ、この号の表紙のような絵を送

ってきた。なんとまた卵の中に閉じこもっているではないかc もっとも、ツノとシッポと片手

を出して、片目てのぞいているところなど、わが学会（こふさわしいのかも知れない。当分、こ

のマークでいくことにしよう。
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「日本生物学会」 設立趣意書

なんにも目的はないけれど、 「日本生物学会」なるものをつくろうと思う。動物学会や植物

学会はあるが、日本にはまだ、生物学会と称するものはない。しいていえば、それが殷立の動機

である。

会の目的はないが、事業はおこなう。

その一つは、会誌の発行である．。これを「日本生物学会誌」と名づける。刊行は不定期とし、

原稿が集まり次第発行する。したがって、原稿が集まらなければ、永久に発行しない。内容は、

会の名称にふさわしいものとする。ただし、 ＂生物’'には当然人間も含まれる。たとえ天文学で

も、もしそれを人間がやったのならよいことになる。また、 '‘日本’'生物学会であるので、日本

語以外は受けつけない。受けつけた原稿は、無審査・無修正のうえ、無責任に掲載する。

第二の事業は、 「大会」である。年一回金沢において開く。大会は、しゃべりたいものがし

ゃべり、聞きたいものが聞くことによって成立する。したがって、しゃぺりたいものがいなけれ

ば直ちに解散する。 （聞きたいものがいなくても同様である） 二次会はさまた (1ない。

会員の資格は｀＇非教授＂とする。要するに、教授以外であればだれてもよい。もっとも、教

授以上の社会的地位の方は、おことわりすることがある。

会員の義務は、会費をおさめること、及び、会費の行方について、深く追及しないことであ

る。会費は当分の間、定職についているもの年10 0 0円、定職なきもの年1o o・f.iとする。善

意の寄付はこれをこばまない。ただし寄付しても、何の特典も与えない。

会の｀＇管理・運営’'は、当分の間、会長の独裁とする。会員は会長に対し、団交権を持つ。し

たがって、総会は開かない。団交は文書ておこなっでもよい。

本部は、金沢市丸の内1の1 金沢大学理学部生物学教室 生態学第一研究室 におく。連

絡はすべて本部あでにおこなうこと。

各地に支部を設立することが望ましい。支部長は自称すれば直ちに発効する。支部の管理運

営は支部長の独裁とし、本部は一切関知しない。

以上の趣旨に賛同の方は（あまりいるとは思わないが）、 あるいは賛同しなくとも、同

カードに氏名・住所・電話番号をかき、会費を同封して、本部まで送られたい。会誌の発送をも

っで受領書にかえる。原稿がなければ氷久に出ないことを御了承のほどを。

1 9 7 7年5月26日の佳き日に

会長 奥野良之助
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＜会則追記＞

教授もしくはこれと同等の社会的地位にある者で、どうしても入会を希望するものは、 ｀`不

名誉会員＂とし、会費 2000円を懲収する。

学部長、学長もしくはこれに同等な社会的地位を有する者で、何としても入会したい人は、

｀特別不名誉会員＂とし、会費 4000円を懲収する。

現普通会員も、出世したときは、これらに準ずる。

会費の送金は、郵便局の下記振替0座を利用するのが、最も安上り (1回15円）てある。

もちろん切手でもよく、 10 0円を書留にして 350円かけて送ってもらっても、当方は一向に

差支えない。

日本生物学会誌 投稿規定

1 日本語に限る。

2 漢字はなるべく当用漢字に限ること。タイブの括字がない時は、勝手にカナにかえること

がある。

3 原稿の長さの制限はしない。ただし、 1号は 10 0枚 (40 0字づめ）しかはいらないの

で、適宜分割掲載することがある。

4 形式・内容とも、全く自由とする。読む•読まないは説者の自由であるから、読者のこと

など考えずに書けばよい。

5 匿名、変名、ペンネーム、いずれも可。もちろん本名でもよい。

6 いずれの場合も、肩書、所属などは不要。

7 寄稿者には本誌5部を進呈する。別刷のほしい方は、原稿にその旨誌しておくこと。

8 図、写真も可。ただし写真はおそらく、何が何かわからなくなるものになる。

1982年 8月改訂

(1 9 7 7年7月の第 1号35ページ

記載の投稿規定は、廃棄処分とする）
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